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9月

10 月

11 月

12 月

17日（月）野田敦美さん（尾鷲古文書の会）
　　 　　　天満荘にて（「よるしゃべ」共催）
　　　■八鬼山のベロ出し地蔵と墓碑一考察
  6日（日）内山佳和さん（尾鷲セラピストの会）
　　　■馬越峠周辺　文化財等保全について

17日（土）脇田大輔さん（尾鷲市学芸員）
　　　■尾鷲の文化財解説　座談会進行
　　
15日（日）山本和彦さん（尾鷲市文化財調査委員）
 　　　■猪ノ鼻水平道　シダ植物／長楽院にて

  5日（土）家崎　彰さん（海山郷土資料館）
　　　■尾鷲紀北地域の民間信仰について

17日（月）福田良彦さん（三重県総合博物館みえむ）
　　 　　　天満荘にて
　　　■地域の文化財をいかす
  7日（月）伊藤裕偉さん（三重県教育委員会文化財保護）
　　　■八鬼山荒神堂と〈聖地〉尾鷲

17日（土）塚本明さん（三重大学人文学部教授）
　　　■尾鷲の伝統社会の成り立ちを江戸時代史から探る
　　　座談会〉塚本明さん  伊藤裕偉さん  福田良彦さん
　　　■それぞれの立場から、尾鷲の個性と魅力を語る

14日（土）塚本明さん
　　　■酒から見る江戸時代の尾鷲

●八鬼山道　町石の答えは…　２］豊臣秀吉（1537 年？ - 1598 年）
　天正年間 (1573 ～ 91) 年に作られた地蔵尊。矢浜から八鬼山三木峠に 35 基残存。

●尾鷲ヤーヤ祭の弓射行事の答えは…　１］星
　星を射貫いた梼務町は、町を挙げて伊勢神宮に参拝する星参りの風習が伝わる。

各講座や検定の詳細については決定次第、下記WEB サイトにて公開します。
新型コロナウイルス感染症の影響で、日程等変更する場合がございます。
スタッフのマスク着用､会場の換気•消毒など適切な感染防止対策を徹底します。
※発熱や咳等の風邪症状がみられる方は参加できません。※高齢の方や基礎疾患をお持ちの
方で、感染リスクを心配される方は参加をご遠慮いただくようお願いいたします。

12月末⇨検定テキスト データ公開   尾鷲観光物産協会WEBサイトにて
読み込んで試験に挑むもよし､尾鷲の基礎知識を深めたり､使い方は人それぞれ！

例
題
回
答

地域の達人に教わる勉強会
地元の専門家による、尾鷲市の文化財等についての座学や
フィールドワークで、勉強会を開きます。
野田敦美さん（尾鷲古文書の会）　内山佳和さん（尾鷲セラピ
ストの会）　脇田大輔さん（尾鷲市学芸員）山本和彦さん（尾
鷲市文化財調査委員）　家崎彰さん（海山郷土資料館）
時 期▶令和 2年 8月～ 12 月
場 所▶天狗倉山、まちなか、八鬼山ほか
定 員▶各 30 名（各勉強会 1時間半前後）

専門家の市民講座
外部講師を招いて文化財と信仰をテーマにした講座を実施し
ます。10月には講師陣が一堂に会し、意見交換座談会を開催。
塚本明さん（三重大学人文学部教授）　伊藤裕偉さん（三重
県教育委員会文化財保護）　福田良彦さん（三重県総合博物
館みえむ）
時 期▶令和２年 8月～ 11 月
場 所▶天満荘､ 常聲寺ほか講座エリアに合わせて会場選び
定 員▶各 50 名（各講座 1時間半前後＊10月は 2時間半）

信仰と観光を語るシンポジウム
天狗倉山から八鬼山へとつながる様々な祈りの姿を、文化財に焦点を当てて理解を深めます。誰かのために、また大切な人が幸
せになるようにと祈った” 修験”、その修験の道、様々な祈りの道が通る素晴らしい地域に暮らしていることを共有し、感受性豊
かに、。世代や立場を超えて思いを伝えましょう。郷土愛をはぐくむチャンスです。
日 時▶令和 3年 2月 14 日（日）13 時 30 分～　　会 場▶尾鷲市立中央公民館   3 階 講堂　　定 員▶100 名
　進行　山本康介（未来のおわせ向上計画実行委員長　三重大学地域拠点サテライト•東紀州サテライト）
　　　　１部　基調講演（各 30 分）田中利典さん（金峯山寺長臈）　櫻井治男さん（皇學館大学名誉教授）　
　　　　２部　パネルディスカッション（60 分）田中利典さん、櫻井治男さん、野田隆代さん（八鬼山荒神堂保存会）
　　　　３部　文化財サミット討論会（30 分）

地域学・ご当地検定　監修：講師陣アドバイザー ＋ おわせふるさとガイドの会
初級（間口を広く、学生や地元サラリーマン）・中級（尾鷲の常識）と、ランク分けをして実施。合格シンボルとなる名刺（仮）
を獲得すれば、いつでもどこでも尾鷲の案内人です。飲み屋さんのあるじも、コンビニの店員さんも、漁師さんも、未来を担う
ちびっこも、愛する尾鷲を語りませんか。また、熊野古道やまちなかで文化財等を歩いて探し、回答を見つける入門編の企画も
来年度以降に実施。旅の方でも気軽にいつでも楽しめる検定です。専門分野での出題となる上級も今後につなげていきます。
日 時▶令和 3年 3月上旬　　会 場▶尾鷲市立中央公民館
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